
写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

写
真
の
こ
と
ば

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

今

月

の

内

容

行田の夏を代表する花、古代蓮。古代蓮の里で

は、４１種類、１０万株の蓮たちが今年も花を咲か

せ、訪れる人を迎えました。また、夜になると古

代蓮の里ホタルの会の皆さんが放したホタルたち

が幻想的な舞いを披露しました。いくつもの楽し

みがつまった古代蓮の里で、あなたも自分流の楽

しみ方を見つけてみませんか。

平成１７年度行政改革の主な取り組み
～市民の皆さんの満足度の向上を目指して～……………２～３

新「行田市」の誕生から半年余り
市民の皆さんの疑問、質問にお答えします………４～５

保健案内……………１６～１７
写真館……………２０～２１
広場……………２２～２３
催し・募集……………２４～２７
歴史系譜・キラリ元気……………２８
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合
併
協
議
で
防
災
行
政
無
線
は
行
田
市
の
制

度
に
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
防
災
行

政
無
線
の
使
用
は
災
害
時
な
ど
に
限
定
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
正
午
の
時
間
帯
は
、
小
・
中
学
校

が
授
業
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
田
市
で
は
以

前
か
ら
、
正
午
の
定
時
放
送
は
行
わ
な
い
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
南
河
原
地
区
に
も
新
た
に
循
環
バ

ス
が
通
る
よ
う
に
な
り
と
て
も
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
犬
塚
地
区
に
バ
ス
停
が
あ
り
ま

せ
ん
。
す
べ
て
の
地
区
に
バ
ス
停
を
作
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

市
内
循
環
バ
ス
は
、
南
河
原
地
区
が
加
わ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
４
月
か
ら
従
来
３
コ
ー
ス

だ
っ
た
も
の
を
４
コ
ー
ス
に
増
や
し
ま
し
た
。

ル
ー
ト
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
や

福
祉
施
設
、
公
共
施
設
、
ル
ー
ト
所
要
時
間
な

ど
に
加
え
、地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
考
慮
し
、

極
力
効
率
的
に
市
内
全
域
が
カ
バ
ー
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
南
河
原
地
区
だ
け
で

な
く
、
市
内
の
す
べ
て
の
地
区
に
停
留
所
を
設

置
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
少
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
最

寄
り
の
停
留
所
の
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

を
高
め
る
よ
う
引
き
続
き
コ
ー
ス
の
検
討
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

な
ぜ
合
併
で
、
旧
南
河
原
村
議
会
議
員
は
全

員
失
職
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
南
河
原

地
域
の
住
民
の
意
見
・
要
望
は
ど
の
よ
う
に
伝

え
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

行
田
市
、
羽
生
市
、
吹
上
町
、
南
河
原
村
の

４
市
町
村
の
合
併
協
議
が
破
綻
し
た
後
、
旧
南

河
原
村
か
ら
ぜ
ひ
行
田
市
と
合
併
し
た
い
と
の

要
望
が
あ
り
、
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
旧
村
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
、
全
員
失
職

を
選
択
さ
れ
た
の
は
、
何
と
し
て
も
合
併
を
成

就
さ
せ
た
い
と
い
う
熱
意
の
表
れ
か
ら
で
し
た
。

ま
た
、
南
河
原
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
･
ご
要
望
は
、
市
長
へ
の
手
紙
を
は
じ
め
と

す
る
広
聴
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
り
、
自

治
会
組
織
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
市
政
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

合
併
し
て
か
ら
防
災
行
政
無
線
の
正
午
の
チ

ャ
イ
ム
が
流
れ
な
く
な
り
、
不
便
を
感
じ
て
い

ま
す
。
再
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

行
田
市
の
歴
史
に
旧
南
河
原
村
と
の
合
併
と
い
う
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
、
半

年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
合
併
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
、
質
問

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
な
ど
に
お
答
え
し
な
が

ら
、
合
併
後
の
行
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
質
問
と
そ
の
回
答

（
抜
粋
）

村
議
会
議
員
の
失
職

正
午
の
チ
ャ
イ
ム

循
環
バ
ス
の
停
留
所

４月から４コースになった循環バス



■2006.8.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111

5

宿
泊
施
設
の
利
用
料
金
補
助
制
度
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

行
田
市
に
は
市
民
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目

的
と
し
た
「
市
指
定
市
民
保
養
施
設
利
用
料
金

補
助
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
が
指

定
し
た
保
養
施
設
を
市
民
が
利
用
す
る
際
、
１

年
度
内
で
２
泊
ま
で
大
人
１
泊
３
千
円
、
子
供

１
泊
１
千
５
０
０
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
市

民
に
対
し
て
「
保
養
施
設
宿
泊
利
用
補
助
」

（
１
年
度
内
１
泊
に
つ
き
大
人
３
千
円
、
子
供

１
千
５
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
利
用
者
か
ら
と
て
も
好

評
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
行
田
市
・
南
河
原
村
合
併
協
議
会

で
の
協
議
結
果
を
ま
と
め
た
合
併
協
定
書
に
基

づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
協
定

書
に
は
、
新
市
建
設
計
画
を
含
む
26
項
目
の
約

束
ご
と
が
記
載
さ
れ
、
合
併
時
、
そ
し
て
合
併

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
で
は
、
合
併
の
方
式
が
編
入
合

併
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
約
束
ご
と
の
大

部
分
で
合
併
の
日
を
も
っ
て
行
田
市
の
制
度
に

統
一
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
部

に
合
併
後
一
定
の
期
限
内
で
調
整
す
る
も
の
と

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
新
「
行

田
市
」に
委
ね
ら
れ
た
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
推
進

し
て
い
ま
す
。
主
な
合
併
後
の
経
過
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
お

よ
び
入
湯
税
は
、
行
田
市
の
制
度
に
統
一
す
る

も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
都
市
計
画
税

に
つ
い
て
は
、
旧
南
河
原
村
に
お
い
て
課
税
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
度
ま

で
は
課
税
し
な
い
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
行
田
市
の
制
度
に
統

一
す
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度

に
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
適
用
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
行
田
市
の

制
度
で
課
税
、
納
税
な
ど
の
事
務
を
進
め
て
い

ま
す
。

水
道
事
業
は
、
合
併
後
３
年
以
内
に
新
市
水

道
事
業
計
画
を
作
成
し
統
一
す
る
も
の
と
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
行
田
市
水
道
事
業
区
域

の
変
更
手
続
や
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
の
統
一
準

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
行
田
市
水
道
事
業
の

配
水
管
を
南
河
原
地
区
簡
易
水
道
に
接
続
し
、

完
全
統
一
に
向
け
た
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
南
河
原
地
域
の
皆
さ
ん
の
水

道
料
金
は
下
が
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

保
育
所
の
給
食
は
、
合
併
前
の
市
村
の
取
扱

い
に
よ
り
お
の
お
の
従
来
ど
お
り
継
続
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
旧
南
河
原
村
保
育
所
に

お
い
て
完
全
給
食
が
実
施
さ
れ
て
い
た
た
め
、

４
月
か
ら
持
田
保
育
園
、
長
野
保
育
園
に
お
い

て
も
完
全
給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
は
、
旧
南
河
原
村
で
自
校
方
式
で

行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
４
月
か
ら
セ
ン
タ
ー
方

式
に
統
一
す
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
南
河
原
小
・
中
学
校
で
も
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
給
食
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
設
備
の
整
っ
た

衛
生
的
な
施
設
で
一
括
し
て
調
理
を
行
い
、
子

供
た
ち
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
、
栄
養
面
で
も

工
夫
を
凝
ら
し
た
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
ま

す
。新

「
行
田
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
設
計
書
と

し
て
新
市
建
設
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画

に
基
づ
い
て
行
う
今
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、

南
河
原
地
区
幹
線
道
路
整
備
事
業
や
小
・
中
学

校
改
修
事
業
、（
仮
称
）
女
性
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
や
総
合
公
園
野
球
場
改
修
事
業
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
施
設
の
利
用
補
助
制
度

合
併
後
の
行
田
市
の
ま
ち
づ
く
り

地
　
方
　
税

国
民
健
康
保
険
税

水
道
事
業

保
育
所
給
食

学
校
給
食

新
市
建
設
計
画
に
基
づ
く

主
な
事
業

上田知事を特別立会人に迎え
合併協定書を取り交わしました

市
で
は
引
き
続
き
合
併
協
定
書
に
記

載
さ
れ
た
約
束
ご
と
に
基
づ
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
新
「
行

田
市
」
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
の
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
政
策
担
当

（
内
線
３
０
８
・
３
１
１
）
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◎情報公開制度の実施状況　

平成１７年度の情報公開の受付件数は２１件でした。内訳は「請求」が１３件、「申出」が８件です。（表１参照）

また、請求（申出）の処理状況は、全部開示が１１件、部分開示が５件、非開示が１件、取下げが４件でした。（表３参照）

●表１「情報公開請求・申出の実施機関別件数」

◎個人情報保護制度の実施状況　

各実施機関の事務事業の執行に際し届出された個人情報取扱業務の件数は、平成１７年度末現在で５１０件となっ

ています。（表４参照）なお、個人情報取扱業務の概要は市政情報コーナーでご覧になれます。

また、開示・訂正などの請求件数は４件でした。（表５参照）

●表４「個人情報取扱業務の届出件数」 ●表５「個人情報（自己情報）の開示請求・受付処理件数」

●表２「請求（申出）者の区分別件数」

市では、市民の市政参加を促進し、市政に対する市民の理解と信頼を深め、公正で開かれた市政を目
指すことを目的とした「情報公開制度」を実施しています。また、個人に関する情報を適正に取り扱う
とともに、自己に関する個人情報の開示や訂正を求める手続きを定め、個人の権利利益の保護を図る
「個人情報保護制度」も実施しています。
平成１７年度における両制度の運用状況がまとまりましたので、次のとおり公表します。

実　　施　　機　　関

市　　　　　　　　　　　　長

請求

８

申出

４

合計

１２

教 育 委 員 会 ２ ４ ６

選 挙 管 理 委 員 会 ０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

公 平 委 員 会

監　　　査　　　委　　　員

農 業 委 員 会

固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会

水 道 事 業 管 理 者

議　　　　　　　　　　　　会 ３ ０ ３

合　　　　　　　　　　　　計 １３ ８ ２１

請求＝情報公開制度実施（平成１１年４月１日）以降

に市（実施機関）が作成または取得した情報に

ついて請求権のある方（市民など）が行う開示

の求め

申出＝平成１１年３月３１日以前に作成または取得した

情報について開示の求め、または請求権のない

方（市外の人など）からの開示の求め

実　　施　　機　　関

市　　　　　　　　　　　　長

届　出　件　数

３５７

９８

１４

１

１

１６

１

１５

７

５１０

教 育 委 員 会

選 挙 管 理 委 員 会

公 平 委 員 会

監　　　査　　　委　　　員

農 業 委 員 会

固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会

水 道 事 業 管 理 者

議　　　　　　　　　　　　会

合　　　　　　　　　　　　計

請求（申出）者の区分

市内に住所がある方

市内に事務所や事業所を持っている個人や法人、その他の団体

市内の事務所や事業所に勤務している方

市内の学校に在学している方

実施機関が行う事務事業に利害関係がある方

請求権者以外の方

合　　　　　　計

件数

１１

２

０

０

０

８

２１

●表３「情報公開請求・申出の処理状況」

０

０

０

４

０

４

※１

０

１

５

０

５

未 処 理取 下 げ非 開 示部分開示全部開示

３

８

１１

受付件数

１３

８

２１

区 　 分

請 　 求

申 　 出

合 　 計

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

２

処　理　状　況

未 処 理取 下 げ不 開 示部分開示全部開示

２

０

０

２

受付件数

４

０

０

４

実施機関

市 　 長

教育委員会

そ の 他

合 　 計

※非開示１件については、期間の経過により公開できるものと
して、事務完了後開示されました。

◎不服申立ての状況　

平成１７年度における不服申立ては、情報公開に関す

る非開示決定に係るもの１件で、一定期間経過後に開示

されていることから、棄却されました。

問い合わせ 市政情報コーナー（内線２１８）
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平成１８年度 ３Ｒ促進ポスターコンクールの実施

近年、主に家庭から排出されるごみについては、ごみ減量に向けたさまざまな取り組みにより、ここ数年、横ばいの

傾向にありますが、最終処分場のひっ迫などごみ処理問題は、依然として厳しい状況にあり、ごみの量を減らし、リサ

イクルを促進することが必要となっています。

このため、ごみの減量、過剰包装の抑制、リサイクルへの協力、散乱ごみ対策、「もったいない」の考え方などをテ

ーマとしたポスターを募集し、今後の普及啓発に用いることといたします。

※３Rとは、Reduce（リデュース：廃棄物の発生抑制）、Reuse（リユース：再使用）、Recycle（リサイクル：再資源化）の頭文字をとったものです。

募集区分 ①小学校低学年の部（１～３年生) ②小学校高学年の部（４～６年生） ③中学生の部

応募規格 四つ切り画用紙（３８０mm×５４０mm）またはB３版（３６４mm×５１５mm）とし、画材は特に問いま

せんが、立体性のある作品（のりなどを使用して張り付けたもの）は審査対象外とします。

応募方法 作品と一緒に、応募者の氏名、年齢、学年、学校名、学校所在地（住所、電話番号）のわかる書類を環境

課（緑町１３－１２）に提出してください。

応募上の注意 ①郵送の際、作品は折ったり丸めたりしないでください。②応募作品の版権は主催者に属し、作品は

返却しません。③主催者など(主催者が認める新聞など)が作成する広報用のポスター、パンフレットなど

に学校名や氏名が掲載されることがあります。

締め切り ９月１日（金）

表　　彰 募集区分ごとに、①最優秀賞1点（賞状および副賞）②優秀賞3点（賞状および副賞）

※最優秀賞受賞者は、１０月に愛知県において開催予定の全国大会で表彰いたします。

主　　催 環境省および３Ｒ活動促進フォーラム

問い合わせ 環境課 �５５６－９５３０

◎行田市環境基本計画配慮指針は、市ホームページ、環境課、市政情報コーナー 、各公民館で閲覧できます。

問い合わせ 環境課環境政策係 �５５６－９５３０　FAX５５３－０７９２

環境に配慮した商品を選ぶなど、グリーン購入を心がけます〔情報③④参照〕
包装によるごみを減らすために、ばら売り、はかり売りの商品を選びます
マイバッグを持参し、レジ袋や過剰包装を断ります

みんなで取り組もう！市民の環境保全行動
買い物の際に

■グリーンコンシューマーになろう　
環境に配慮した商品を優先的に選ぶ、環境にやさしい消費者

（グリーンコンシューマー）になりましょう。

◎買う前に、本当に必要かどうか考えます
安いからといって必要ないものを買うと、ご

みが増えてしまいます。

◎商品の製造から廃棄までの環境負荷を考えます
環境ラベル(「情報④」参照)などを参考にし

て、原料や製造方法、廃棄のときのリサイクル
のしやすさなども考えましょう。

◎企業の環境への取り組みを考えます
みんなが、環境のことを考えている企業の

商品を優先的に選ぶことで、企業の姿勢を変
えることもできます。

◎エコマーク
商品の原料調達から廃棄までの、

環境への影響を考えた商品です。

◎省エネラベル
法律で定められている省エネ基準

を達成している商品です。

◎低排出ガス車認定マーク
排出ガス中の有害物質の量が、最

新規制値の５０%（★が3つのも
の）・７５%（★が4つのもの）低
減されている車です。

■環境ラベルに注目　
環境ラベルをみながら、環境に配慮した商品を

選びましょう。

情 報 ③ 情 報 ④
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児童扶養手当などの制度をご利用ください

父母の離婚、父の死亡などによって父と生計を同じくしていない
か、父に一定の障害のある子どもを育てている方に支給される手当
です。申請を受け付けた翌月分から手当の対象になります。

次のいずれかに該当する子どもを育てている母または養育者に支
給されます。
○父母が婚姻を解消した子ども
○父が死亡した子ども
○父に一定の障害がある子ども
○父の生死が明らかでない子ども
○父に１年以上遺棄されている子ども
○父が法令により１年以上拘禁されている子ども
○母が婚姻によらないで妊娠した子ども
※婚姻には、婚姻届を提出していないが、事実上婚姻関係と同様の
事情にある場合（内縁関係など）を含みます。

次のような場合には受けられません。
○申請する方や子どもが日本国内に住所を有さないとき
○申請する方が公的年金を受けることができるとき
○子どもが父または母の死亡について支給される公的年金を受ける
ことができるとき
○子どもが父に支給される公的年金の額の加算の対象となっているとき
○子どもが児童福祉施設などに入所しているとき

問い合わせ 子育て支援課（内線２６２）

児童扶養手当

ひとり親家庭などで子どもを育てている親（養育者を含
む）と子どもに対し、医療費の一部が支給される制度です。
申請を受け付けた日から支給の対象になります。

問い合わせ
保険年金課（内線２２６）

ひとり親家庭等医療費支給

精神または身体に一定の障害がある２０歳未満の子ども
を育てている方に支給される手当です。申請を受け付けた
翌月分から対象になります。

次のような場合は受けられません。
○申請する方や子どもが日本国内に住所を有さないとき
○子どもが障害による公的年金を受けることができるとき
○子どもが児童福祉施設などに入所しているとき

問い合わせ 子育て支援課（内線２６２）

※制度の利用に際しては、おのおの所得の制限があります。

特別児童扶養手当

昭和５７年1月1日以前から所在し、平成１８年1月1日
から平成２７年１２月３１日の間に、建築基準法に基づく
現行の耐震基準に適合する一定の改修工事が施された住宅
です。

耐震改修工事が完了した年の翌年度分（1月1日に完了
の場合は、その課税年度分）から下記の期間、当該住宅の
一戸当たり１２０�の床面積相当分までの固定資産税額の
２分の１が減額されます。

問い合わせ 税務課資産税係（内線２３４）

減額の対象となる住宅は…

次の要件をそれぞれ満たす必要があります。
①居住部分の割合が当該住宅の２分の１以上であること。
②耐震改修に要した費用が一戸当たり３０万円以上であること。
③改修後３カ月以内の申告であること。

「住宅耐震改修に伴う固定資産税減額申告書」に必要事
項を記入し、下記の書類を添付のうえ、耐震改修完了後３
カ月以内に税務課１５番窓口へ提出してください。（やむ
をえない理由があると認められる場合は、３カ月を超えて
の申告でも減額できる場合があります。）
＊添付書類
・現行の耐震基準に適合した工事であることを証する書
類（建築士、指定確認検査機関または登録住宅性能評
価機関などが発行）
・耐震改修に要した費用を証する書類

減額を受けられる住宅の要件は…

減額を受けるための手続きは…減額される期間や金額は…

改修完了時期 減額期間

平成１８年～平成２１年 ３年間

平成２２年～平成２４年 ２年間

平成２５年～平成２７年 １年間



埼玉県交通安全対策協議会では、埼玉県内在住の交通遺児
等を対象に、援護一時金を給付しています。
※「交通遺児等」とは、１８歳以下の人で保護者（一方また
は双方）が、交通事故により死亡または重い障害（おお
むね身体障害者手帳の基準で１～３級程度）を生じた方
をいいます。

○給付対象者 平成１７年４月1日以降、交通遺児等となった
県内在住の１８歳以下の方

○給 付 額 （対象者一人につき）
５万円（一事故につき一回のみ）

○給付時期 平成１８年１０月末日または平成１９年４月末日
○申請書類 市役所、学校などにある申請書と、しおりを参

照してください。
○提出期限 平成１８年８月末日まで（平成１８年１０月末支給分）

平成１９年２月末日まで（平成１９年４月末支給分）
○提 出 先 みずほ信託銀行浦和支店（さいたま市浦和区高

砂２－６－１８　�０４８－８２２－０１９１）
に郵送または持参ください。

問い合わせ 埼玉県総務部交通安全課

�０４８－８３０－２９５８
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行田市少年少女発明クラブ開設のお知らせ　クラブ員･ボランティア指導員募集
ゆとり教育による理数離れで理系に進む子供たちが減っ

てきています。日本人は手先の器用な民族です。そこで、
市ではものつくり大学と連携して小・中学生を対象とした
“発明発見クラブ”を立ち上げることになりました。入会し
てみたい小･中学生、また、協力してくださるボランティア
指導員の方を募集します。特別な資格や制限はありません。
得意な分野があり、子供たちと触れ合い教える意欲のある
市民・団体の方々をお待ちしています。

目　　的 少年少女に科学的興味､関心を追究できる場を
提供し、創造性豊かな人間形成を図ることを目的とします。
対 象 者
・市内小学１年生～中学３年生　
・ボランティア登録者は市内および近隣住民・各種団体
（企業も含む）の方々
募集期間 ８月１日（火）～１８日（金）
活動期間 １０月８日（日）開講式～平成１９年３月　

（原則として第２･４日曜日午前中）
活動場所 ものつくり大学

会　　費 ３，０００円（傷害保険料､材料費など）開講式
の当日に集めます。
申込方法 往復はがきに次の必要事項を記入のうえ、下
記まで持参いただくか、郵送ください。
＊申し込みをいただいた方には、参加の可否を締め切り
後にお知らせいたします。

【小 ･ 中 学 生】参加者の氏名・ふりがな・生年月日・性
別・住所・電話番号・保護者名　

【ボランティア】氏名・ふりがな・生年月日・性別・住
所・電話番号
※小･中学生は興味のあることを､ボランティア登録者は
参加できる分野を記入してください　

申し込み・問い合わせ
１.市役所企画政策課（本丸２－５）�５５６－１１１１（内線
３０９）ＦAX５５３－１３５５　　
Ｅメール　kikakuseisaku@city.gyoda.lg.jp
２.ものつくり大学情報課（前谷３３３）�５６４－３８１７
ＦAX５６４－３２０１
Ｅメール　kamata@iot.ac.jpまたはogino@iot.ac.jp

行田市少年少女発明クラブ開設のお知らせ　クラブ員･ボランティア指導員募集

問い合わせ 保険年金課　①については医療担当（５番窓口・内線２２６） ②③については国保担当（３番窓口・内線２７１）

医療費負担限度額および食事負担額が減額されます　

対　　　象 申請に必要なもの内　　　　　容

①老人保健医療受給者証
をお持ちの方

「老人保健限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請
世帯全員が市民税非課税の場合、申請すると医療費の負担限度

額や食事負担が減額されます。

・老人保健医療受給者証
・健康保険証
・印鑑

③国民健康保険証をお持
ちの方

「標準負担額減額認定証」の申請　
世帯主とその世帯の国保被保険者全員が市民税非課税の場合､

申請すると入院したときの食事負担が減額されます。

・国民健康保険証
・印鑑

②国民健康保険高齢受給
者証をお持ちの方

「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請
世帯主とその世帯の国保被保険者全員が市民税非課税の場合、

申請すると医療費の負担限度額や食事負担が減額されます。

・高齢受給者証
・国民健康保険証
・印鑑

交通遺児等援護一時金を給付しています
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受験資格 試験の実施日において年齢が満２０歳以上で、
次のいずれかに該当する方
①高等学校の土木工学科またはこれに相当する課程を修
了し卒業した方
②高等学校を卒業した方で、排水設備工事などの設計ま
たは施工に関し、１年以上の実務経験を有する方
③排水設備工事などの設計または施工に関し、２年以上
の実務経験を有する方
④①～③に準ずる方
試 験 日 １１月１９日（日）
試験会場 埼玉県立進修館高等学校
受付期間 １０月２日（月）～１３日（金）（土・日・祝日

を除く）
受付場所 下水道課
※受験案内は、９月１１日（月）より水道庁舎１階の下水道課

にて配布しています。

※試験会場には駐車場がありませんので、自動車でのご来場

はご遠慮願います。

※試験は２年に1度の実施となっております。ご注意ください。

問い合わせ 下水道課普及促進係 �５６４－０３０３

排水設備工事責任技術者試験

１０月１日から、指定工事店の指定および更新の申請や、
責任技術者の登録および更新などの申請をする際に、次の
とおり申請手数料がかかります。

手数料　

納付時期 申請の際に納付してください
そ の 他 一度納付された手数料は還付いたしません
問い合わせ 下水道課普及促進係 �５６４－０３０３

排水設備の指定工事店および責任技術者に
関する申請には手数料がかかります

申　　請　　区　　分 金　　　　額

指
定
工
事
店

責
任
技
術
者

指　　　　　　　　　　定 １０,０００円

指 　 定 　 の 　 更 　 新 ５,０００円

証書の書き換えまたは再交付 ３,０００円

登　　　　　　　　　　録 ３,０００円

登 　 録 　 の 　 更 　 新 ２,０００円

証書の書き換えまたは再交付 １,０００円

期限内納付が困難な場合は、納付相談をご利
用ください。
第１期納期限　８月２８日（月）
問い合わせ 下水道課業務係 �５６４―０３０３　

前谷１―１（水道庁舎内）

受付期間 ８月１４日（月）～２５日（金）
第１次試験 ９月２４日（日）
申込書配布場所 埼玉県人事委員会事務局採用
試験担当、県内各地域創造センターおよびその
支所、各県税事務所（川口、大宮、上尾、朝霞、
所沢、飯能、越谷）ほか　
※警察事務職員は上記のほか、県警本部警務課、
県内警察署、交番および駐在所でも配布します。
問い合わせ 県人事委員会事務局採用試験担当　

�０４８－８３０－６４２５　
FAX０４８－８３０－４９３０

下水道事業受益者負担金の
納付をお忘れなく！

～期限内納付にご協力をお願いします～

埼玉県職員採用初級試験等および
民間企業等職務経験者試験

試験区分、採用予定人員および受験資格

資料配布開始 ７月３日（月）
申込受付期間 【持参・郵送（当日消印有効）】

８月１日（火）～１８日（金）
【インターネット】
８月１日（火）～ ７日（月）

第１次試験日 ９月１７日（日）

問い合わせ
埼玉県警察本部警務課採用係

�０１２０－３７３５１４
または県内警察署、交番、駐在所

平成１８年度 第２回警察官採用試験

試験区分 採用予定人数 受験資格（ ）内の年齢は平成１８年４月１日現在

�類

�類

男性 ９５人

女性 １５人

男性 １５人

女性 ５人

昭和５１年４月２日以降に生まれた（２９歳
まで）、大学卒業（見込み）の人

武道・体育
指導�類

柔道 １人

剣道 １人

�類の受験資格があり、一定の要件を備え、
卓越した技術などを有する人

�類
男性 ６０人

女性 １０人

昭和５１年４月２日から平成元年４月１日ま
でに生まれた（１７～２９歳）、�類・�類に
該当しない人

昭和５１年４月２日から昭和６２年４月１日
までに生まれた（１９～２９歳）、短大または
専修学校（２年制以上の専門課程）などを卒
業（見込み）の人
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《加須市》
タイトル 第１１回『加須市ふるさと写真コンクール』
内　　容 テーマ『伝承と飛躍』
応募資格 高校生以上の方
規　　格 ○一般の部･･･四つ切り（ワイドサイズ含む）以

上半切以内とし、パネル貼り、または額装とする。
（アクリル仕様可、ガラス仕様不可）裏側にフッ
クとひもを使用し、つり下げられる状態で出品。
○スナップ写真の部･･･２Lサイズで出品。（スナ
ップ写真の部の作品は返却しません。）
※両部門ともカラー、白黒写真、いずれも可。組
写真不可。

出品点数 １人につき２点以内。ただし、作品は、平成１８
年１月１日から１２月３１日の間に加須市内で市
内の風景などを撮影した未発表のものに限る。

応募方法 平成１９年１月４日（木）～１２日（金）に加須市
役所３階秘書広報課へ出品（土曜日・祝日を除く
平日および日曜日の午前８時３０分～午後５時受
付可）。

審　　査 応募作品の中から各賞を決める。
【一般の部】市長賞１人…賞金２０,０００円　

市議会議長賞１人…賞金１０,０００円
優秀賞４人…賞金 ７,０００円
入選７人…賞金 ３,０００円

【スナップ写真の部】優秀賞３人…賞金２,０００円
※応募者全員に記念品を贈呈。

そ の 他 １月下旬にすべての作品を加須市役所１階市民ギ
ャラリーに展示。また、入賞作品については、ネ
ガおよびポジフィルムの提出をお願いします。
※スナップ写真部門もありますので、お気軽に応
募してください。お待ちしています。

問い合わせ 加須市秘書広報課 �０４８０－６２－１１１１（内
線３１３・３１９）

《羽生市》
タイトル 最新出土品展「地中からのメッセージ」
内　　容 埼玉県内には約１万カ所の埋蔵文化財包蔵地（遺

跡）があり、毎年２００件ほどの発掘調査が行わ
れています。今回の展示では、平成１７年度の県
内の発掘調査とその出土品の中から、注目される
ものをえりすぐって紹介します。

日　　時 ８月２６日（土）～９月２５日（月）
場　　所 羽生市立図書館・郷土資料館

入場無料
問い合わせ 羽生市立図書館・郷土資料館 �５６１－８２３３

《騎西町》
タイトル 騎西のイチジク・梨
内　　容 ８月、９月はイチジク・梨の最盛期です。騎西町

は県内一のイチジクの生産地で、県内各地に出荷
しています。イチジクは、体にいい健康食品です。
イチジクを使ったお菓子もあります。梨は利尿作
用が高く、疲労回復の効果があります。今年は県
の奨励品の「彩玉（さいぎょく）」も販売します。
ぜひ、騎西のイチジクと梨をご賞味ください。

問い合わせ ＪＡほくさい騎西農産物直売所（イチジク・梨）
�０４８０－７３－６７７６
ＪＡほくさい騎西町梨撰果所利用組合（梨）
�０４８０－７３－００９９
騎西町商工会（イチジクのお菓子）
�０４８０－７３－０２２４

《北川辺町》
タイトル 絶滅危惧種のオニバス見ごろ
内　　容 町の天然記念物に指定されているオニバス自生地

には、今年も水面にあざやかな赤紫色のかれんな
花を咲かせたオニバスが開花し、訪れる人の目を
楽しませてくれます。８月いっぱいが見ごろです
ので、多くの皆さんのお越しをお待ちしています。
なお、早朝開花しますので、早めのおでかけをお
すすめします。

場　　所 オニバス自生地（北川辺町役場東方約７００ｍ）
問い合わせ ライスパーク �０２８０－６２－４３４９

《大利根町》
タイトル ホテイアオイをみにいこう
内　　容 今年もホテイアオイの季節がやってきました。休

耕田いっぱいに咲くその風景は、まるで薄紫色の
じゅうたんが一面に広がるようです。また、道の
駅では新鮮な野菜などの販売や黒米うどんをご賞
味いただけます。

場　　所 道の駅「童謡のふる里おおとね」（大利根町佐波
２５８－1）

見 ご ろ １０月上旬まで
問い合わせ 大利根町役場産業建設課 �０４８０－７２－１３１９

～でかけませんかとなりまち～
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・６５歳以上の方は個別健診（医療機関実施）になります。

日程・会場（１０月実施分まで）

受付時間 午後１時３０分～２時３０分（1時から整理番
号札を配布）

対 象 者 １５歳以上６４歳以下（平成１８年４月1日現在）
持 ち 物 受診券（はがき）、健康手帳、健康保険証
健診内容 身体計測、尿検査、血圧測定、血液検査

４０歳以上は理学的検査（心電図検査、眼底検
査は医師の指示により実施）

費　　用 ５００円（行田市国民健康保険証を提示された方は無料）

※がん検診（肺がん・大腸がん・前立腺がん）も同時に受けられます
対象者・費用 肺がん・大腸がん検診………… ４０歳以上　無料

前立腺がん検診…………５０歳以上の男性 ５００円
・受診券（はがき）は４月中に対象者へ送付しておりますが、お持ちでない
方はご連絡ください。
・原則、受診券（はがき）の再発行はできませんので紛失にはご注意ください。

希望される方は、平成１９年２月２８日まで受診できます
ので、受診券裏面に記載されている医療機関へお申し込みく
ださい。
詳細・不明な点などは保健センターにお問い合わせください。

保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前にお問い合わせください。

・行田中央総合病院 �５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 �５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 �５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　�０４８－８２４－４１９９

休日急患診療
期　　　日 医療機関名

８月１３日（日）

８月２０日（日）

壮幸会行田総合病院　

行田中央総合病院

８月２７日（日） 壮幸会行田総合病院

期　　　日

９月 ３日（日）

医療機関名

行田中央総合病院

９月１０日（日） 行田中央総合病院

集団基本健康診査（予約制）

・対象の方には個人通知します。
・対象者以外（平成１８年４月３０日以前に生まれて生後６月に達するま
での間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けてください。
・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断し
た乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害などの疾患
を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ１歳に達す
るまでにＢＣＧ接種が可能な場合は保健センターまでご連絡ください。
・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受けられません。
・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてきてください。
・体温は接種会場で測定してください。
・慢性の病気があったり、継続して治療を受けているお子さんは、かか
りつけの医師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種
日　　程

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター　　
持 ち 物 母子健康手帳

８月２３日（水） 平成１８年５月１日～１５日生まれ

９月 ４日（月） 平成１８年５月１６日～３１日生まれ

期　　日 対　象　者

日　　程 会　　場

９月 ５日（火）

９月２６日（火）

地域文化センター

下忍公民館

日　　程

１０月 ２日（月）

１０月１１日（水）

会　　場

保健センター

埼玉公民館

個別基本健康診査

正しい歩き方を学んで、あなたの健康管理に役立ててみ
ませんか。４日間とも受講できる方をお待ちしています。
日　　時 ８月１８日（金）、９月１５日（金）、１０月２０日

（金）、１１月１７日（金）
午前１０時～１１時３０分

会　　場 保健センター　
内　　容 毎日続けられるバランスの良い歩き方について
担　　当 ヘルスケアトレーナー・保健師　ほか
定　　員 ３０人（定員になり次第締め切ります）
持 ち 物　健康手帳・室内履き・飲み物
申し込み 電話で保健センターにお申し込みください
そ の 他 過去1年以内に受講したことのある方は、ご遠

慮ください。ヘルスアップ教室
ヘルスアップ教室は、最近太ったと感じている方、体重

が気になる方を対象とした教室です。これまでの生活習慣
をふりかえり、健康的にやせましょう。

日程・内容

※３日間、全て参加が原則です。

時　　間 午前９時５０分～正午
会　　場 保健センター
対　　象 やせたいと思っている６５歳未満の市内在住の方　
定　　員 ２５人
持 ち 物 健康手帳、筆記用具、過去1年間の健診結果

（基本健康診査結果通知書など）がある方はお
持ちください。

申し込み ８月３１日（木）までに、保健センターへお申
し込みください。（定員になり次第締め切ります）

９月１３日（水） 肥満についての講話

９月２７日（水） 運動実習

期　　日 内　　　容

保健師

健康運動指導士

１０月１３日（金） 食事のふりかえり 管理栄養士

講　　師
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保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

９月 １日（金） 

９月１２日 (火） 
平成１８年４月１５日～５月１４日 
生まれの子 

９月 ８日 (金） 平成１７年３月生まれの子 

９月 ７日 (木） 平成１６年２月生まれの子 

９月１５日 (金） 平成１５年３月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時 ９月２２日（金） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
９月 ５日（火） 

９月２６日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 ９月 ４日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

８月２８日 (月） 

９月１１日 (月） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１８年４月１５日～５月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

平成１８年２月１５日～４月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時 ９月２０日（水） 健康に関する相談をしたい方 
健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 
※糖尿病の相談はご予約ください。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  

こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、夜ねむれない、不安や心

配事がある、ご自身の性格や人間関係に悩みがあるなどの
相談をお受けします。

小学生をはじめ、中学生、高校生やその家族の方も相談
できます。
ご希望の方は事前に電話でお申し込みください。

期　　日 ８月１７日（木）・２９日（火）、９月４日（月）
場　　所 保健センター

飼い主のみなさん！あなたのマナーは大丈夫？
こころない行動（フンの未処理）により、生

活環境が汚されています。

犬の散歩に出かける際には、ビニール袋、テ

ィッシュペーパー、シャベルなどを必ず携帯し、

「フン」を持ち帰りましょう！

問い合わせ 保健センター �５５３－００５３

参考：埼玉県動物の保護及び管理に関する条例

第５条

飼い主は、動物の習性、生理、生態等を理解し、

動物にみだりに苦痛を与えないよう飼養するとと

もに、動物が、人の生命、身体若しくは財産に害

を加え、又は近隣に迷惑をかけないよう飼養しな

ければならない。

県では不妊に悩んでいる県内在住の方を対象に「巡回不妊相談」
を実施します。
日　　時 ９月２日（土）午後１時３０分～４時３０分
会　　場 熊谷市男女共同参画推進センター「ハートピア」会議室１

＊車でのご来場はご遠慮ください。
内　　容 ①医師による講話「不妊治療について」

②集い（治療体験者と専門家を交えた話し合いおよび情報交換）
③個別相談（①②とは別に予約が必要）

費用無料
定　　員 ３０人（ただし個別相談は６人、いずれも申し込み順）
申し込み 埼玉県看護協会 �０４８－８２４―８１２２
問い合わせ 埼玉県看護協会 �０４８－８２４―８１２２

県福祉部こども安全課母子保健担当

�０４８―８３０－３５６１

巡回不妊相談

日本脳炎予防接種は昨年厚生労働省より、接種勧
奨の差し控え勧告が出され、現在見合わせ中です。
日本脳炎の流行地域（東南アジア諸国など）へ渡

航するなど日本脳炎に感染する恐れが高い場合に
は、国指定の同意書に署名のうえ、医療機関で接種
することができます。希望される方は保健センター
にお問い合わせください。
なお、近年の国内における日本脳炎患者は中部以

西で年間数名、主に中高齢者に発生しています。念
のため戸外に出るときは防蚊対策としてできる限り
長袖および長ズボンを身に付けるなどして、肌の露
出は避けましょう。
問い合わせ 保健センター �５５３－００５３

日本脳炎予防接種について
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業
者
か
ら
「
絵
画
を
買
っ
て
、
展
示
会
に
出
品
貸

し
出
し
す
れ
ば
、
出
品
展
示
料
が
支
払
わ
れ
る
の
で
儲
か
る
」

と
、
電
話
で
勧
誘
が
あ
り
ま
し
た
。
絵
画
は
買
っ
た
こ
と
も
な

い
し
、
お
金
が
な
い
の
で
断
る
つ
も
り
で
し
た
が
、「
絵
画
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
で
買
え
る
。
展
示
出
品
料
で
返
せ
ば
い
い
」「
も
し
会

社
が
倒
産
し
て
入
金
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
は

解
約
で
き
る
」
と
言
わ
れ
、
買
う
こ
と
に
し
、
送
ら
れ
て
き
た

絵
画
購
入
の
契
約
書
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
書
・
出
品
展
示
契
約

書
に
、
サ
イ
ン
と
押
印
を
し
ま
し
た
。
絵
画
は
見
本
で
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
貸
出
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
か
ら
と
、

そ
の
ま
ま
出
品
展
示
業
者
に
預
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
回
ほ
ど
出
品
展
示
料
と
し
て
入
金
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
以
降
は
ま
っ
た
く
入
金
が
な
く
、
業
者
に

も
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
は

請
求
が
き
て
い
る
の
で
、
今
後
が
心
配
で
す
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

こ
の
契
約
関
係
を
み
る
と
、
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
】

も
し
、
契
約
し
て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、「
電
話
勧
誘
販

売
」
に
よ
っ
て
「
絵
画
」
を
購
入
し
た
契
約
は
、
特
定
商
取
引

に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
】

こ
の
事
例
の
相
談
者
は
、

①
「
会
社
が
倒
産
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
出
品
展
示
料
が
入
金

さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
も
解
約
で
き
る
」
と

業
者
か
ら
説
明
さ
れ
た
こ
と
で
、
リ
ス
ク
を
負
わ
な
く
て
よ
い
。

②
こ
の
絵
画
を
出
品
展
示
す
る
こ
と
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
へ

の
支
払
い
以
上
の
収
入
が
得
ら
れ
る
。

と
、
考
え
て
絵
画
を
購
入
し
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
出
品
展

示
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
絵
画
を
購
入
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
①
に
つ
い
て
は
、
購
入
契
約
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
そ
れ
ぞ

れ
別
々
の
会
社
と
結
ん
で
い
る
以
上
、「
入
金
さ
れ
な
い
場
合
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
も
解
約
可
」
と
い
う
説
明
は
通
常
は
成
立
せ

ず
、
事
実
に
反
し
て
い
る
こ
と
。

・
②
に
つ
い
て
は
、
絵
画
販
売
業
者
も
、
購
入
者
が
「
収
入
を

得
る
た
め
に
絵
画
を
購
入
す
る
」
こ
と
は
了
解
し
て
お
り
、
購

入
者
の
購
入
動
機
を
知
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
実
際
に
は
入

金
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

・
営
業
の
た
め
に
、
も
し
く
は
営
業
と
し
て
締
結
す
る
契
約
で

な
く
、
こ
の
相
談
者
が
一
般
消
費
者
と
判
断
で
き
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
契
約
の
取
消
・
無
効
を
主
張
し
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の
支
払
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
案
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
な
ど
が
こ
れ

を
認
め
ず
、
裁
判
に
ま
で
持
ち
込
ま
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
�
０
４
８
―
７
３

４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

絵
画
レ
ン
タ
ル
契
約
で
、
収
入
に
な
る
は
ず
が
…

「
絵
画
を
買
っ
て
、
レ
ン
タ
ル
で
収
入
を
得
ま
せ
ん
か
」
と
勧
誘
し
て
、
高
額
な
絵
画
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
さ
せ
る
が
、

レ
ン
タ
ル
料
が
払
わ
れ
な
い
、
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

８月２４日（木） 

８月２１日（月）、９月４日（月）　　　　 

９月１日（金）・８日（金）　　 

８月１７日（木）・２１日（月）・２４日（木）・２８日（月）・３１日（木）　　 
９月４日（月）・７日（木）・１１日（月）・１４日（木） 

８月１５日（火）・１８日（金）・２２日（火）・２５日（金）・２９日（火）　　　   
９月１日（金）・５日（火）・８日（金）・１２日（火）・１５日（金）　　　　 

８月２１日（月）、９月１１日（月）　　 

８月１５日（火）　　　　　　 

９月３日（日）　　　　 

８月２５日（金）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午後１時３０分～３時３０分　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（８月１５日～９月１５日） 

くらしの 番情報
消
　
費
　
者 

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社 

出
品
展
示
請
負
業
者 

絵
画
販
売
業
者 

③
出
品
展
示
契
約 

（
出
品
展
示
料
） 

加
盟
店
契
約（
立
替
払
） 

②クレジット契約 
（立替金の支払） 

①
絵
画
の
売
買
契
約 

　
※
自
身
は
絵
画
を
確
認
し
て
い
な
い 
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一
般
書

・
魅
力
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
（
石
川
透
編
）

・
図
説
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
妃
（
石
井
美
樹
子
）

・
平
和
は
「
退
屈
」
で
す
か
（
下
嶋
哲
朗
）

・
ベ
ル
マ
ー
ク
の
ひ
み
つ
（
高
井
ジ
ロ
ル
）

・
子
ど
も
兵
の
戦
争
（
Ｐ
・
Ｗ
・
シ
ン
ガ
ー
）

・
昆
虫
の
不
思
議
（
伊
沢
尚
）

・
鳥
の
お
も
し
ろ
行
動
学
（
柴
田
敏
隆
）

・
拒
絶
空
港
（
内
田
幹
樹
）

・
存
亡
（
門
田
泰
明
）

・
う
ら
な
り
（
小
林
信
彦
）

・
女
信
長
（
佐
藤
賢
一
）

・
溺
れ
る
人
魚
（
島
田
荘
司
）

・
第
九
の
日
（
瀬
名
秀
明
）

・
ブ
ラ
ッ
ド
タ
イ
プ
（
松
岡
圭
祐
）

・
人
世
の
旅
を
ゆ
く
（
よ
し
も
と
ば
な
な
）

児
童
書
　

・
犬
に
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
こ
と
あ
る
？
（
今
西

乃
子
）

・
酸
素
の
物
語
（
カ
レ
ン
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
）

・
う
わ
さ
の
が
っ
こ
う
（
き
た
や
ま
よ
う
こ
）

・
吹
き
ぬ
け
の
青
い
空
（
志
津
谷
元
子
）

・
韓
国
昔
ば
な
し
（
徐
正
五
）

・
そ
ら
ま
め
く
ん
の
ぼ
く
の
い
ち
に
ち
（
な
か
が

わ
み
わ
）

・
バ
ナ
ナ
ン
ナ
ン
（
和
歌
山
静
子
）

・
な
つ
の
や
く
そ
く
（
亀
岡
亜
希
子
）

▼
日
時

８
月
26
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

９
月
２
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

８
月
19
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
い
ぬ
、
火
う
ち
ば
こ
と

兵
隊
さ
ん
、
が
ち
ょ
う
番
の
娘
、
オ
ル
ペ
ウ
ス
の
た

て
琴
（
計
46
分
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
こ
と
ば
を
は
ぐ
く
む
た
め
、

親
子
の
や
り
と
り
の
機
会
を
作
る
一
助
と
な
る
よ

う
に
願
い
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
パ
ッ
ク
の
中
に
は
、
親
子
で
絵
本
を

楽
し
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、
絵
本
２
冊
と

ア
ド
バ
イ
ス
集
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時

８
月
22
日
（火）
、
９
月
１
日
（金）
午
後
１
時

10
分
受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

８
月
21
日
（月）
・
28
日
（月）
、
９
月
１
日
（金）
・
４
日

（月）
・
11
日
（月）

※
８
月
31
日
（木）
は
開
館
し
ま
す
。

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
は
、
破
損
防
止
の
た
め
、

開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ

さ
い
。

橋
本
純
也
さ
ん
（
佐
間
）

こ
れ
は
戦
争
を
生
き
抜
き
、
富
と
名
声
を
ほ

し
い
ま
ま
に
し
た
伝
説
の
実
業
家
、
近
藤
藤
太

の
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
お
伝
え
し
た
い
こ
と

は
、
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な
い
。
こ
の
本
と
の
出

会
い
に
よ
り
、
あ
な
た
に
真
の
幸
福
と
は
何
か

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
気
づ
い

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
書
中
か

ら
一
節
を
引
用
す
る
。

「
幸
せ
と
は
、
い
か
に
生
き
、
い
か
に
死
ぬ
か

と
い
う
死
生
観
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
得
ら
れ

る
。
死
を
リ
ア
ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、
生
も
ま
た
リ
ア
ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。」

戦
争
を
知
ら
な
い
者
は
今
の
平
和
な
世
界
に

ま
ひ
し
て
し
ま
い
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
を
見

失
い
が
ち
で
あ
る
。

あ
ま
り
の
平
和
さ
に
人
生
に
「
生
き
が
い
」

を
見
い
だ
せ
な
い
で
漠
然
と
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
人
間
も
少
な
く
は
な
い
は
ず
。
い
か
に
人

間
ら
し
く
生
き
る
か
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な

く
、
先
人
の
「
生
き
様
」
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
本

は
、
老
賢
人
の
知
恵
を
あ
な
た
に
惜
し
み
な
く

教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
一
冊
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
の
10
年
を
い
か
に
し
て
生
き
る
か
も
示
唆
さ

れ
て
い
る
。
多
く
の
力
を
必
要
と
し
て
い
る
方

に
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。
背
筋
が
ビ
シ

ッ
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

『
人
生
の
旋
律
』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

子
ど
も
映
画
会

神
田
　
昌
典
　
著

※変更する場合があります。
また、８月中は、夏休みのため、
移動図書館は巡回しません。

9
月
15
日
（金）
 

太
田
西
小 

9
月
14
日
（木）
 

泉
小 

9
月
13
日
（水）
 

北
小 

9
月
12
日
（火）
 

北
河
原
小 

9
月
8
日
（金）
 

埼
玉
小 

9
月
6
日
（水）
 

須
加
小 
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写
真
館

写
真
館

７
月
13
日
、
古
代
蓮
会
館
で
は
入
館
者
が
30

万
人
に
達
し
ま
し
た
。
同
館
は
平
成
13
年
４
月

に
オ
ー
プ
ン
。
５
年
余
り
で
の
30
万
人
達
成
と

な
り
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
30
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た

の
は
根
岸
里
子
さ
ん
（
群
馬
県
館
林
市
在
住
）

で
、
横
田
市
長
か
ら
認
定
証
や
記
念
品
と
し
て

行
田
産
の
米
、
古
代
蓮
グ
ッ
ズ
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
根
岸
さ
ん
は
、「
初
め
て
来
ま
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
蓮
が
咲
い
て
い
て
す
て
き

で
し
た
。
ま
た
、
展
望
台
か
ら
は
、
園
内
の
蓮

池
や
遠
く
の
山
並
み
が
一
望
で
き
て
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

入
館
者
30
万
人
達
成
を
祝
っ
て

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
、
古
代
蓮
会
館
を

会
場
に
、
サ
ン
ク
ラ
フ
ト
ド
ー
ル
作
品
展
が
開

か
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

サ
ン
ク
ラ
フ
ト
ド
ー
ル
と
は
、
創
作
粘
土
人

形
の
こ
と
で
、
古
代
蓮
会
館
で
の
作
品
展
は
今

回
で
５
回
目
。
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
蓮
の
妖

精
や
四
季
の
童
た
ち
を
モ
チ
ー
フ
に
、
丹
精
込

め
て
作
ら
れ
た
人
形
約
４
０
０
点
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
色
と
り
ど
り
の

か
わ
い
ら
し
い
人
形
に
見
入
っ
て
い
る
様
子
で

し
た
。

か
わ
い
ら
し
い
妖
精
が
見
る
人
を
魅
了

７
月
17
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

で
ぎ
ょ
う
だ
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

０
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
女
性
と
し
て
世
界
で

初
め
て
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
た
田
部
井

淳
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
エ
プ
ロ
ン
は
ず

し
て
夢
の
山
」
と
題
し
て
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂

や
世
界
の
山
々
を
訪
れ
た
と
き
の
経
験
を
講
演

し
ま
し
た
。
家
庭
と
登
山
を
両
立
さ
せ
、
エ
ベ

レ
ス
ト
マ
マ
さ
ん
と
呼
ば
れ
た
田
部
井
さ
ん
の

講
演
に
参
加
者
は
勇
気
と
感
動
を
も
ら
っ
た
よ

う
で
し
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
マ
マ
さ
ん
が
語
る
男
女
共
同
参
画

７
月
16
日
、
古
代
蓮
の
里
で
は
、
第
９
回
行

田
蓮
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
早
朝
か
ら
見
ご
ろ

を
迎
え
た
蓮
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
行
田
に
ゆ
か
り
の
歌
も
あ
る

万
葉
集
の
朗
唱
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
オ
カ
リ
ナ
、

大
正
琴
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
蓮
池

を
囲
ん
で
新
行
田
音
頭
を
踊
る
な
ど
、
ま
つ
り

な
ら
で
は
の
華
や
か
さ
を
演
出
し
ま
し
た
。
訪

れ
た
人
た
ち
は
満
開
の
蓮
と
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

に
足
を
止
め
、蓮
ま
つ
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

古
代
蓮
の
里
で
ま
つ
り
を
満
喫
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６
月
29
日
、
産
業
文
化
会
館
を
会
場
に
、
行

田
市
小
学
生
芸
術
劇
場
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
と
行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
市
内

の
小
学
生
に
言
葉
や
音
楽
の
美
し
さ
、
友
情
や

約
束
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

太
宰
治
の
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
が
平
野
啓
子
さ

ん
に
よ
る
演
出
・
朗
読
・
語
り
と
渡
辺
雄
一
さ

ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
で
情
感
た
っ
ぷ
り
に
表

現
さ
れ
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
児
童
た
ち
は
、

引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
テ
ク
ノ
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門

学
校
の
学
生
が
製
作
し
た
舞
台
セ
ッ
ト
も
ス
テ

ー
ジ
を
彩
り
ま
し
た
。

情
感
た
っ
ぷ
り
の
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
に
感
動

６
月
24
日
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
第

16
回
行
田
市
綱
引
き
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
67
チ
ー
ム
、
小
学
生
６
８
７
人
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
審
判
の
「
始
め
」
の
合
図
の
後
、

１
本
の
綱
に
力
と
思
い
を
込
め
、「
オ
ー
エ
ス
、

オ
ー
エ
ス
」
と
い
う
大
き
な
掛
け
声
と
と
も
に

一
斉
に
綱
を
引
き
合
い
ま
し
た
。
歯
を
食
い
し

ば
り
絶
対
に
負
け
ま
い
と
す
る
一
進
一
退
の
攻

防
に
、
会
場
の
応
援
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
し
た
。

「
オ
ー
エ
ス
、
オ
ー
エ
ス
！
」
の
掛
け
声
で

６
月
21
日
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

の
中
央
公
民
館
第
２
学
習
室
を
会
場
に
、「
裁

判
員
制
度
」
公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
る
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
ス
キ
ル

バ
ン
ク
（
鈴
木
昌
平
代
表
）
の
主
催
で
行
わ
れ

た
も
の
で
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
さ
い

た
ま
地
方
検
察
庁
の
職
員
に
よ
る
制
度
の
説
明

や
ビ
デ
オ
の
上
映
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
自
分
が
選
ば
れ
る
か
も
知
れ
な
い
裁
判

員
に
つ
い
て
の
認
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

裁
判
員
制
度
を
知
ろ
う

７
月
１
日
、
な
が
の
フ
ラ
ウ
ェ
ン
コ
ー
ル
の

皆
さ
ん
が
老
人
ホ
ー
ム
大
寿
荘
を
慰
問
し
「
七

夕
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
華
や
か
な
衣
装
で
の
舞
台

発
表
の
ほ
か
、
舞
台
か
ら
降
り
て
入
園
者
と
一

緒
に
歌
う
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
て
行
わ
れ
、
入

園
者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
慰
問
が
20
回
目
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
前
に
市
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

入
園
者
と
と
も
に
歌
い
楽
し
い
ひ
と
と
き
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音
楽
に
合
わ
せ

て
踊
る
楽
し
さ
や

う
れ
し
さ
と
い
う

の
は
誰
で
も
経
験

で
き
ま
す
。
今
回
紹

介
す
る
の
は
民
謡

に
合
わ
せ
て
踊
り
、

楽
し
さ
を
体
で
表

現
す
る
南
河
原
民

謡
ク
ラ
ブ
で
す
。

平
成
元
年
４
月

に
発
足
し
、
南
河

原
公
民
館
で
毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
現
在
21
人
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
練

習
に
入
る
前
に
、
ま
ず
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て

体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
次
に
足
の
運
動
を
意
識
し

て
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
２
〜
３
曲
踊
り
体
が
温

ま
っ
て
き
た
ら
、
本
格
的
な
練
習
に
移
り
ま
す
。

「
炭
坑
節
」「
東
京
音
頭
」
な
ど
の
定
番
曲
か
ら

「
伊
勢
崎
ば
や
し
」「
有
川
鯨
踊
り
」
な
ど
と
い

っ
た
課
題
曲
な
ど
、
新
た
な
曲
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
練
習
の
成
果
は
地
域
の
納
涼
祭
や
老

人
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
で
発
表
し
て
い
ま
す

が
、
発
表
場
所
や
見
て
く
だ
さ
る
方
の
年
齢
な

ど
に
よ
っ
て
曲
目
を
変
え
る
な
ど
工
夫
し
て
い

ま
す
。「
見
て
い
る
お
客
さ
ん
が
一
緒
に
踊
っ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
」
と
会
員
の
皆
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
踊
り
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の

努
力
も
怠
り
ま
せ
ん
。
練
習
中
に
も
お
互
い
教

え
合
う
こ
と
で
上
達
が
早
ま
り
ま
す
。「
上
手

に
踊
る
こ
つ
は
手
と
足
の
指
先
に
力
を
入
れ
ピ

ッ
と
伸
ば
し
、
体
全
体
を
使
っ
て
表
現
す
る
こ

と
で
す
」
と
、
代
表
の
木
村
英
子
さ
ん
は
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
集
中
し
て
真
剣
な
表
情
で
踊

っ
て
い
る
皆
さ
ん
も
一
曲
終
わ
る
ご
と
に
自
然

と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
様
子
で
練
習
を
し
て
い
る

皆
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
楽
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
現
在
は
女
性
だ
け
で
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
男
女
を
問
わ
ず
参
加
し
て

も
ら
い
、
地
域
の
和
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
河
原
公
民
館
�
５
５
７
│

３
１
８
８

私
の
作
品

行
田
　
　
門
井
　
美
豫

禁
制
の
寺
を
自
在
に
初
つ
ば
め

佐
間
　
　
根
岸
　
克
美

言
ひ
過
ぎ
の
修
正
探
る
古
茶
新
茶

桜
町
　
　
大
塚
　
保
子

紫
陽
花
や
波
打
つ
色
の
傘
動
く

谷
郷
　
　
戸
田
ち
か
子

行
々
子
利
根
に
濁
音
鼻
濁
音

だ
く
お
ん
び
だ
く
お
ん

谷
郷
　
　
斎
藤
　
　
勲

薔
薇

ば

ら

抱
き
て
笑
顔
に
変
は
る
指
揮
者
か
な

荒
木
　
　
秋
山
　
二
郎

梅
雨
寒
や
解
け
ぬ
知
恵
の
輪
理
髪
店

須
加
　
　
須
加
か
づ
江

大
雷
雨
き
て
留
守
番
の
慌あ

わ

た
だ
し

下
中
条
　
五
十
部
秀
子

ほ
つ
れ
た
る
歳
時
記

さ
い
じ
き

め
く
る
梅
雨
晴
間

下
忍
　
　
斎
藤
　
征
子

鮮
か
に
黄
金
の
麦
刈
ら
れ
け
り

深
水
町
　
松
岡
て
る
を

か
た
ぶ
け
て
傘
や
泰
山
木

た
い
さ
ん
ぼ
く

の
花

清
水
町
　
菅
谷
　
光
子

風
渡
る
那
珂

な

か

の
川
面
に
鮎あ

ゆ

お
ど
る

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

南河原民謡クラブ

～楽しさを踊りで表現～
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上
池
守
　
伊
藤
　
琴
子

子
の
魂
か
流
燈

り
ゅ
う
と
う

去さ

ら
ず
岸
に
寄
る

城
南
　
　
関
口
　
　
操

ど
く
だ
み
の
日
陰
に
ひ
っ
そ
り
十
字
花

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

先
ご
ろ
ド
イ
ツ
で
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
じ
ド
イ
ツ
で
ロ

ボ
カ
ッ
プ
と
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ロ
ボ
カ
ッ
プ
と
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
優
勝
チ
ー
ム
に
勝
つ
こ
と
を
目
標
に

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
北
九
州
市

で
行
わ
れ
た
日
本
で
の
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
世

界
大
会
へ
挑
ん
だ
の
が
見
沼
中
学
校
３
年
生
の

蛭
間
慧
伍
君
で
す
。

も
と
も
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
好
き
だ
っ
た
と

い
う
蛭
間
君
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
小
学
５
年
生
の
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。「
父

の
誘
い
で
、
大
学
で
行
わ
れ
た
小
学
生
対
象
の

講
座
へ
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ロ
ボ

ッ
ト
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
を

動
か
す
大
会
に
初
め
て
出
場
し
て
、
２
位
に
入

賞
し
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
」
と
話
す
よ
う
に
、

講
座
や
大
会
を
き
っ
か
け
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
ら

作
り
動
か
す
楽
し
さ
を
知
り
、
次
第
に
熱
中
す

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

世
界
大
会
で
は
、
日
本
と
の
競
技
ル
ー
ル
が

違
い
う
こ
と
や
言
葉
の
壁
に
苦
戦
し
、
思
う
よ

う
な
成
績
が
残
せ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。「
大

会
で
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
異
国

の
人
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
競
技
を

行
い
ま
し
た
。
僕
は
中
国
の
人
と

ペ
ア
を
組
み
ま
し
た
が
、
英
語
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
取
れ
ず
、
審
判
へ
の
抗
議
も
う

ま
く
伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
英

語
が
話
せ
る
チ
ー
ム
は
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
良
く
て
強
か
っ
た
で
す
」

と
語
学
力
の
重
要
性
を
実
感
し
、
良
い
経
験
が

で
き
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

意
の
ま
ま
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
せ
る
事
が
面

白
い
と
語
る
蛭
間
君
。「
技
術
の
授
業
な
ど
に

も
取
り
入
れ
て
、
み
ん
な
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
面
白

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
高
校
へ
行
く
と
レ
ベ
ル
も
高
く
な
っ
て
簡
単

に
は
勝
て
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
将
来
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
作

り
、
２
０
５
０
年
に
行
わ
れ
る
大
会
に
出
場
し

た
い
で
す
」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

小
倉
　
大
知

た
い
ち

ち
ゃ
ん
（
藤
原
町
）

孝
仁
・
真
里
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
８
月
６
日
生
ま
れ

「
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
　
」

大
竹
　
蒼
馬

そ
う
ま

ち
ゃ
ん
（
桜
町
）

真
吾
・
梨
詠
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
８
月
９
日
生
ま
れ

「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
!!
」

松
本
　
海
聖

か
い
せ
い

ち
ゃ
ん
（
荒
木
）

恵
介
・
日
登
美
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
８
月
９
日
生
ま
れ

「
や
さ
し
く
つ
よ
い
男
の
子
に
☆
」

長
谷
川

祐
貴

ゆ
う
き

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

浩
・
加
菜
子
さ
ん
の
二
男

平
成
17
年
８
月
24
日
生
ま
れ

「
元
気
い
っ
ぱ
い
羽
ば
た
い
て
ね
！
」

今月は、平成17年10月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは8月31日（木）です。
抽選会は9月1日（金）の午後1時30分市役所203会議室

ロ
ボ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
世
界
の
舞
台
へ

蛭
間
　
慧
伍
さ
ん
（
荒
木
・
14
歳
）今

泉
　
大
和

や
ま
と

ち
ゃ
ん
（
栄
町
）

正
敏
・
恵
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
８
月
26
日
生
ま
れ

「
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！
」

『ダルマがえる』（彩墨画）
小和田陽子（持田）
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▼
日
時

９
月
10
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
▼
場
所

水
城
公
園

市
民
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
忍
・
行

田
公
民
館
）
▼
内
容

ク
ラ
フ
ト
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
▼
主
催

青

少
年
育
成
行
田
市
民
会
議
　
▼
主
管

浮
き
城
の
ま
ち
行
田
こ
ど
も
ま
つ
り

実
行
委
員
会
　
▼
後
援

行
田
市
教

育
委
員
会
ほ
か
　
▼
問
い
合
わ
せ

ひ
と
つ
く
り
支
援
課

�
５
５
６
―

８
３
１
９

▼
日
時

９
月
10
日
（日）
午
前
８
時

〜
午
後
５
時
（
雨
天
決
行
）
▼
対
象

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
方
　
▼
定

員

20
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

８
月
25
日
（金）
ま
で
に
ひ
と
つ
く

り
支
援
課
へ
�
５
５
６
―
８
３
１
９

▼
日
時

９
月
３
日
（日）
午
前
８
時

30
分
〜
正
午
ご
ろ
　
▼
集
合
場
所

水
城
公
園
市
民
広
場
　
▼
コ
ー
ス

水
城
公
園
―
さ
き
た
ま
古
墳
公
園

（
古
墳
め
ぐ
り
）
―
前
玉
神
社
―
水

城
公
園
（
総
距
離
７
・
５
km
、
所
要

時
間
約
２
時
間
30
分
）
▼
対
象

市

内
在
住
・
在
勤
の
方
（
小
学
生
以
上
）

▼
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

１
人
１
０
０
円
（
保
険

料
な
ど
）
▼
主
催

行
田
市
体
育
指

導
委
員
協
議
会
　
▼
申
し
込
み
　
８

月
７
日
（月）
〜
18
日
（金）
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
受
け
付
け

ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
　
同
課
（
産

業
文
化
会
館
３
階
）
�
５
５
６
―
８

３
３
６

▼
日
時

10
月
18
日
（水）
・
19
日
（木）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

▼
定
員

70
人
　
▼
費
用

４
千
円

（
教
材
費
な
ど
）
▼
申
し
込
み
９
月

19
日
（火）
〜
21
日
（木）
に
印
鑑
・
教
材

費
・
写
真
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
、
サ
イ
ズ
縦
３
cm
×
横
2.5
cm
）

１
枚
を
消
防
本
部
予
防
課
（
長
野
４

３
８
９
―
１
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
▼
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予

防
課
予
防
係
�
５
５
６
―
３
０
０
５

▼
日
時

９
月
６
日
（水）
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
▼
場
所

市
役
所
１

０
１
会
議
室
　
▼
内
容

不
動
産
に

関
し
て
わ
か
ら
な
い
事
や
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
　
▼
相
談
員

（社）
埼
玉
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
行
田
支
部
相
談
員

▼
問
い
合
わ
せ

生
活
課
市
民
生
活

係
（
内
線
２
５
１
）

▼
日
時

10
月
７
日
（土）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
　
▼
場
所

八
木
橋
百

貨
店
１
階
正
面
入
口
　
▼
内
容

不

動
産
鑑
定
士
が
不
動
産
の
価
格
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
▼
主
催

（社）

埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
　
▼
共

催

（社）
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
　
▼

後
援

国
土
交
通
省
、
埼
玉
県
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

（社）
埼
玉
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会

�
０
４
８
―
８
３
８

―
０
４
８
３

▼
日
時

８
月
20
日
（日）
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
　
▼
場
所

持
田
公
民

館
　
▼
内
容

子
供
た
ち
が
運
営
す

る
小
さ
な
町
の
「
子
ど
も
商
店
街
」。

こ
の
商
店
街
だ
け
で
通
用
す
る
通
貨

で
買
い
物
を
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
ま

す
。
ま
た
、
メ
イ
ド
喫
茶
「
カ
フ
ェ

ラ
ビ
ッ
ト
」
で
は
子
供
の
メ
イ
ド
さ

ん
が
冷
た
い
飲
み
物
と
デ
ザ
ー
ト

を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。

▼
参
加
費

一
人
３
０
０
円
（
商
店
街
・
飲
み

物
・
デ
ザ
ー
ト
）
※
ビ
ー
ズ
屋
さ
ん

で
は
一
人
３
０
０
円
で
ビ
ー
ズ
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
が
作
れ
ま
す
。
▼
そ
の

他

子
ど
も
商
店
街
で
仕
事
を
体
験

し
た
い
小
学
３
年
生
以
上
の
方
を
募

集
し
ま
す
。（
要
申
し
込
み
）
▼
主
催

行
田
お
や
こ
劇
場
　
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

同
事
務
局
�
０
８
０

―
５
５
０
５
―
４
５
５
５
ま
た
は
鹿

内
宅
（
午
後
６
時
以
降
）
�
５
５
５

―
０
７
６
４

広告

第
17
回
浮
き
城
の
ま
ち

行
田
こ
ど
も
ま
つ
り

浮
き
城
の
ま
ち

行
田
こ
ど
も
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
歩
こ
う
み
ら
い
の

世
界
遺
産
〜

平
成
18
年
度

甲
種
防
火
管
理
講
習

不
動
産
無
料
相
談

不
動
産
無
料
相
談
会

げ
き
じ
ょ
う
ま
つ
り

２
０
０
６
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広告

公共下水道にかかる費用は、市費（市債・税）、国・県の補助金そして直接利益を
受ける皆さんに納めていただく受益者負担金などによって賄われております。

下水道一口メモ
受益者負担金

▼
日
時

８
月
16
日
（水）
午
後
６
時

30
分
〜
　
▼
場
所

忍
川
（
行
田
市

駅
北
側
）
▼
そ
の
他

当
日
は
小
型

と
う
ろ
う
を
１
基
８
０
０
円
で
頒
布

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
行
田
音
頭
保

存
会
に
よ
る
新
行
田
音
頭
の
演
舞
を

行
い
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ

行
田

市
観
光
協
会
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時
・
種
目

９
月
10
日
（日）
男

女
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
男
女
シ
ン
グ
ル
ス

Ｂ
、
17
日
（日）
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
・

男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
、
予
備
日
24
日
（日）

※
Ｂ
は
初
心
者
ク
ラ
ス
。
た
だ
し
男

子
50
歳
・
女
子
45
歳
以
上
の
方
は
出

場
可
　
▼
場
所

総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
　
▼
対
象

行
田
市
テ
ニ
ス

協
会
会
員
お
よ
び
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
（
近
隣
市
町
の
方
も
可
）
▼
参

加
料

ダ
ブ
ル
ス
２
千
円
、
シ
ン
グ

ル
ス
１
千
５
０
０
円
　
▼
主
催
　
行

田
市
テ
ニ
ス
協
会
　
▼
申
し
込
み

８
月
17
日
（木）
ま
で
に
申
込
用
紙
を
三

上
宅
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
５
４
―
５
７
０

４
）
し
、
参
加
料
は
指
定
の
銀
行
口

座
へ
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※
申

込
用
紙
は
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
２
階
で
配
布

▼
問
い
合
わ
せ

同
協
会
山
口
宅
�

５
５
６
―
９
１
６
５
ま
た
は
三
上
宅

�
５
５
４
―
５
７
０
４

▼
日
時

９
月
13
日
（水）
〜
18
日
（月）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入
館

は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
場
所

郷
土

博
物
館
展
示
室
　
▼
内
容

作
陶
歴

30
年
の
小
川
精
一
さ
ん
の
陶
芸
作
品

の
中
か
ら
１
０
０
点
を
選
び
展
示
し

ま
す
。
ま
た
、
会
期
中
は
午
前
11
時

〜
11
時
30
分
に
小
川
直
美
さ
ん
に
よ

る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
を
行
い
ま
す
。

▼
入
場
無
料

▼
後
援

行
田
市
、

行
田
市
教
育
委
員
会
　
▼
問
い
合
わ

せ

小
川
宅
�
５
５
２
―
０
８
６
５

▼
日
時

９
月
９
日
（土）
午
後
２
時

〜
４
時
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
　
▼

内
容

多
く
の
不
登
校
や
ひ
き
こ
も

り
の
問
題
を
解
決
し
て
き
た
、
テ
レ

ビ
で
お
な
じ
み
熱
血
お
ば
ち
ゃ
ん
の

「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
元
気
に
な

る
話
」
で
す
。
▼
入
場
無
料
　
▼
主

催
　
（社）
行
田
青
年
会
議
所
　
▼
後
援

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
　
▼

問
い
合
わ
せ

同
会
議
所
事
務
局

�
５
５
６
―
４
１
１
５
　

と
う
ろ
う
流
し納涼

大
会

第
25
回
市
長
杯
争
奪

テ
ニ
ス
大
会

小
川
精
一
作
陶
展

長
田
百
合
子
講
演
会

「足袋蔵昔体験セミナー」参加者

忍１丁目にある国登録有形文化財「旧小川忠次郎

商店店舗および主屋（忠次郎蔵）」に宿泊して昔の

家の暮らしを体験してみませんか。

日時 ８月２６日（土）午後２時～２７日（日）午

前１１時３０分　 内容 うどん打ち、昔の遊び道

具づくり、蔵めぐり、銭湯入浴、花火大会など　

対象 小学４年生～中学２年生の児童・生徒（親子

での参加もできますが、大人は宿泊不可） 参加費

２,０００円（宿泊費・食費・保険料など一切を含む）

＊大人は実費微収　 定員 ２０人（先着順） 主

催 ＮＰＯ法人ぎょうだ足袋蔵ネットワーク　 協

力 ＮＰＯ法人ふるさと創生クラブ　 申し込み・

問い合わせ 足袋とくらしの博物館　�０９０ー８７

２６ー４９６２

ＩＴチャレンジの会 第１６期パソコン講習会

場所 加須げんきプラザ（〒３４７－００３２加須市花崎４

５６） 費用 ５回コース５,５００円、８回コース８,８００円

定員 各講座３０人　 主催 ITチャレンジの会　 申し

込み はがきに希望講座名（複数受講可）、郵便番号、住所、

氏名、電話番号、パソコン持ち込みの有無、お持ちの方はEメ

ールアドレスを記入のうえ、８月２７日（日）までに加須げん

きプラザへ　 問い合わせ 同プラザ �０４８０－６５－０６

６０またはITチャレンジの会山内 �０９０－７７３５－３７７４

内　　容

初心者のインター
ネット＆メール

９月５日～１０月３日
毎週火曜日（全５回）

午後１時３０分～３時３０分

実施日 時　　間

①

Word初級演習
９月６日～１０月４日
毎週水曜日（全５回）

９月６日～１０月４日
毎週水曜日（全５回）

９月７日～１０月５日
毎週木曜日（全５回）

９月７日～１０月５日
毎週木曜日（全５回）

９月７日～１０月５日
毎週木曜日（全５回）

午前９時３０分～１１時３０分

Excel初級演習 午後１時３０分～３時３０分

PowerPoint基礎 午前９時３０分～１１時３０分

お楽しみ講座 午後１時３０分～３時３０分

PowerPoint
基礎から応用

午後６時３０分～８時３０分

③

④

⑤

⑥

⑦

ホームページ
ビルダー

９月５日～３０日
毎週火曜日・土曜日

（全８回）

【火曜日】
午後６時３０分～８時３０分
【土曜日】
午前９時３０分～１１時３０分

②
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県
で
は
不
動
岡
誠
和
高
校
と
騎
西

高
校
の
統
合
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

不
動
岡
誠
和
高
校
の
場
所
に
平
成
20

年
４
月
開
校
予
定
の
新
校
に
つ
い
て

校
名
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

９
月
30
日
（土）
ま
で

▼
応
募
方
法

新
校
名
の
ア
イ
デ
ィ

ア
お
よ
び
そ
の
理
由
、
住
所
、
氏
名

を
明
記
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子

メ
ー
ル
で
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ

県
教
育
局
高
校
改
革
推
進
室

〒
３
３
０
―
９
３
０
１
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
３
―
15
―
１

�
０
４
８

―
８
３
０
―
６
９
０
２
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４

８
―
８
３
３
―
０
４
９
７
Ｅ
メ
ー
ル

a
6
9
0
1
@
p
re
f.s
a
ita
m
a
.lg
.jp

▼
日
時

９
月
２
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
　
▼
場
所

商
工

セ
ン
タ
ー
４
０
１
研
修
室
　
▼
講
師

春
野
す
み
れ
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
非

行
克
服
支
援
セ
ン
タ
ー
）
▼
演
題

子
ど
も
の
心
を
み
て
ま
す
か
　
▼
内

容

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
非

行
・
過
食
・
拒
食
な
ど
に
つ
い
て

▼
費
用
　
３
０
０
円
　
▼
主
催

第

24
回
行
田
地
区
母
親
大
会
実
行
委
員

会
　
▼
後
援

行
田
市
教
育
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ

北
埼
教
育
会
館

�
５
５
３
―
０
７
４
４

▼
日
時

８
月
10
日
（木）
・
11
日
（金）
・

20
日
（日）
午
後
１
時
30
分
〜
　
※
８
月

11
日
は
午
後
６
時
30
分
〜
　
▼
場
所

星
河
公
民
館
　
▼
内
容

行
田
市
内

で
駄
菓
子
屋
を
営
ん
で
い
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
話
を
編
集
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
作
品
　
▼
入
場
無
料
　
▼

主
催

Ａ
ｒ
ｔ
Ｍ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｘ
＆
Ｄ
ｏ

▼
問
い
合
わ
せ

茂
木
宅
�
０
４
２

―
４
６
１
―
４
１
４
７

▼
日
時

９
月
９
日
（土）
午
前
８
時

30
分
〜
正
午
　
▼
場
所
　
熊
谷
ス
ポ

ー
ツ
文
化
公
園
補
助
競
技
場
（
雨
天

時
は
く
ま
が
や
ド
ー
ム
）
▼
対
象

行
田
市
、
熊
谷
市
、
深
谷
市
、
鴻
巣

市
、
江
南
町
在
住
の
児
童
幼
児
　
▼

定
員

【
キ
ッ
ズ
部
門
】
幼
稚
園
年

長
児
40
人
　
【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
】
小

学
生
低
学
年
60
人
（
１
・
２
・
３
年

生
各
20
人
）
▼
コ
ー
チ
　
浦
和
レ
ッ

ズ
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
　
▼
費
用
無
料
　
▼
傷
害

保
険

普
通
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で

対
応
　
▼
主
催

（財）
埼
玉
県
公
園
緑

地
協
会
、
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

▼
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話

番
号
、
学
校
名
ま
た
は
幼
稚
園
名
ま

た
は
保
育
園
名
、
学
年
（
小
学
生
の

場
合
）、
サ
ッ
カ
ー
歴
、
返
信
用
の

あ
て
名
に
自
分
の
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
を
記
入
し
〒
３
６
０
―
０
０
０

４
熊
谷
市
上
川
上
３
０
０

熊
谷
ス

ポ
ー
ツ
文
化
公
園

浦
和
レ
ッ
ズ
ハ

ー
ト
フ
ル
・
ペ
チ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

教
室
募
集
係
へ

▼
締
切

８
月
15
日

（火）
（
当
日
消
印
有
効
）
▼
公
開
抽
選

８
月
20
日
（日）
午
前
10
時
に
く
ま
が

や
ド
ー
ム
ロ
ビ
ー
　
▼
参
加
決
定

返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文

化
公
園
�
５
２
６
―
２
０
０
４

▼
日
時

９
月
１
日
（金）
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
　
▼
場
所

熊
谷

会
館
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

県
で
は
、

新
た
な
５
か
年
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
知
事

が
直
接
お
聞
き
し
ま
す
。
▼
ゲ
ス
ト

講
演
者

大
塚
陸
毅
さ
ん
（
東
日
本

旅
客
鉄
道
（株）
取
締
役
会
長
）
▼
入
場

無
料
　
▼
問
い
合
わ
せ

県
計
画
調

整
課
�
０
４
８
―
８
３
０
―
２
１
３
６

▼
日
時

８
月
27
日
（日）
午
後
１
時

30
分
開
場
　
午
後
２
時
開
演
　
▼
場

所
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い

と
太
陽
の
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

音
楽

物
語
「
ピ
ー
タ
ー
と
狼
」、
指
揮
者

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
　
▼
指
揮
者

久
住
純
信
さ
ん
　
▼
入
場
料
　
前
売

り
シ
ン
グ
ル
券
８
０
０
円
・
ペ
ア
券

１
千
５
０
０
円
、
当
日
シ
ン
グ
ル
券

１
千
円
　
※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
当
日
券
の
み
５
０
０
円
　
※

４
歳
未
満
は
入
場
不
可
　
▼
主
催

埼
玉
交
響
楽
団
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
楽
団
事
務
局

�
０
４
８
―
５
３

２
―
９
０
１
２

▼
日
時

９
月
８
日
（金）
〜
10
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
）
▼
場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
　
▼
主
催

行
田
光
友
写
真
会
　
▼
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

同
会
大
澤
宅

�

５
５
７
―
２
４
５
２

新
校
の
校
名
の

ア
イ
デ
ィ
ア

第
24
回
行
田
地
区
母
親

大
会
記
念
教
育
講
演
会

行
田
市
出
身
の
茂
木
薫
監
督

「
市
中
の
マ
リ
ア
」
上
映
会

浦
和
レ
ッ
ズ
ハ
ー
ト
フ
ル

ペ
チ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室

埼
玉
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

埼
玉
交
響
楽
団
　

夏
の
親
子
コ
ン
サ
ー
ト

行田市の人口と世帯　　　　人口８８,５２８人　男４４,０９１人　女４４,４３７人　世帯数３１,７３２世帯
（平成１８年７月１日現在） ６月中の異動　出生６５人　転入等１８９人　死亡６８人　転出等２１４人

広告

光
友
会
写
真
展
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広告

血
液
の
安
定
供
給
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

８
月
29
日
（火）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
　
▼
場
所

市
役

所
玄
関
前
　
▼
お
願
い

本
人
確
認

の
た
め
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▼

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
社
会
福
祉
担

当
（
内
線
２
６
７
）

▼
日
時

９
月
14
日
（木）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）
▼
場
所

産
業
文
化

会
館
　
▼
内
容

全
血
献
血
　
▼
主

催

行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
▼

問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

�
０
４
２
―
９
８
５
―

６
９
３
３

▼
日
時

８
月
19
日
（土）
・
20
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　
▼
場

所
　
長
野
公
民
館
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

写
真
お
よ
び
山
野
草
の
展
示
　
▼
主

催
　
な
が
の
写
遊
会
・
野
草
趣
味
の

会
　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
い
合
わ
せ

同
館
�
５
５
３
―
１
４
１
４

市県民税・・・・・・・・・２期　　介護保険料・・・・・・２期
国民健康保険税・・・・・・２期　　納期限・・・・８月３１日（木）

今月の納税

集
団
献
血

写
真
展
と
山
野
草
展

▼
日
時

11
月
18
日
（土）
午
後
６
時
開

演
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル
　
▼
入
場
料

全
席
指
定
　
Ａ
席

６
千
円
、
Ｂ
席
５
千
５
０
０
円
　
▼

前
売
り
開
始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

９
月
３
日
（日）
午
前
９
時
か
ら
産
業
文

化
会
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て

発
売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日
の
午

前
９
時
〜
）

▼
日
時

９
月
30
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
内
容

若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

と
い
う
不
治
の
病
と
闘
い
な
が
ら
、

主
人
公
の
２
人
が
絆

き
ず
な

を
深
め
て
い
く

恋
愛
ド
ラ
マ
　
▼
入
場
無
料
　
▼
定

員

４
０
０
人
　
▼
整
理
券
配
布

８
月
27
日
（日）
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ

ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て

▼
日
時

９
月
16
日
・
30
日
、
10
月

14
日
・
21
日
・
28
日
の
各
土
曜
日
（
計

５
回
）
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
場
所

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
内
容

親
子
２
人
１
組
で
行
う
軽

体
操
や
マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
な
ど
の
器

具
を
使
用
し
た
運
動
　
▼
対
象

３

〜
５
歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
２
人

１
組
　
▼
定
員

20
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

１
組
７
５
０
円
　
▼
申

し
込
み

８
月
19
日
（土）
午
前
９
時
か

ら
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
に
て

▼
日
時

９
月
22
日
〜
10
月
20
日
の

各
金
曜
日
（
計
５
回
）
午
後
７
時
30

分
〜
９
時
　
▼
場
所

行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
内
容

ボ
ク
シ
ン

グ
な
ど
の
動
作
を
取
り
入
れ
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
運
動
を
行
い
、
脂
肪
燃
焼

を
促
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
を
高
め

る
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
に
動
い
た
体
を

ス
ト
レ
ッ
チ
で
ほ
ぐ
す
こ
と
に
よ
り

体
の
癒
し
効
果
を
得
る
。
▼
対
象

成
人
　
▼
定
員

45
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

５
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
）

▼
申
し
込
み

９
月
９
日
（土）

午
前
９
時
か
ら
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ
窓
口
に
て
＊
電
話
予
約
不
可

「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
舞
台
サ
ー
カ
ス
」

▼
日
時

８
月
22
日
（火）
※
２
回
公
演

【
１
回
目
】
午
後
１
時
開
演
【
２
回

目
】
午
後
４
時
開
演
　
▼
入
場
料

全
席
指
定
２
千
５
０
０
円
　

「
行
田
寄
席
」

▼
日
時

８
月
26
日
（土）
午
後
２
時
30

分
開
演
　
▼
入
場
料

全
席
指
定
２

千
５
０
０
円

▼
場
所

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

南
こ
う
せ
つ
　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー
　

〜
友
の
唄
が
聴
こ
え
る
〜

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

「
私
の
頭
の
中
の
消
し
ゴ
ム
」

上
映
会

親
子
の
び
の
び

体
操
教
室

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ

ヒ
ー
リ
ン
グ
�

さ
ん
ぶ
ん
チ
ケ
ッ
ト

取
り
扱
い
情
報
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ズッキーニのチーズ焼き

栄養成分（1人分）
エネルギー233kcal たんぱく質8.6g 炭水化物10.6g
脂質7.4g 塩分0.6g カロテン542ug

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…お手軽イタリアン…

ぎょうだ 

見
沼
代
用
水
と
埼
玉
沼
の
開
発

149

作り方
①ズッキーニはへたを取り、5mmの厚さに縦に切る。
②フライパンにオリーブオイル大さじ1/2を熱し、①の両面を軽く焼
き、ホイルに並べる。

③この上にパン粉・すりおろしたにんにく・粉チーズ・オリーブオイ
ル大さじ1/2の順に振りかけて、オーブントースターやグリルで焼
き色がつくまで焼く。

材料（2人分）
ズッキーニ…1本　オリーブオイル…大さじ1 粉チーズ…大さじ2
パン粉…大さじ2 にんにく…1かけ

忍
藩
領
内
に
は
利
根
川
や
荒
川
水
系
に
つ
ら
な

る
多
く
の
水
路
が
入
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
多
く
は
近
世
に
な
り
開
削
や
整
備
が
な
さ
れ
、

農
業
用
水
と
し
て
生
産
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
利
根
川
の
潤
沢
な
水
を
藩
領
を
通
過
し
て
江

戸
近
郊
の
村
々
に
流
下
さ
せ
る
た
め
開
削
さ
れ
た

用
水
も
あ
り
ま
す
。
見
沼
代
用
水
は
そ
の
一
つ
で
、

現
在
で
も
関
東
平
野
最
大
の
農
業
用
水
で
す
。

８
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
年
貢
増
徴
策
の
一
環
と

し
て
新
田
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
紀
州
藩
士
井

沢
弥
惣
兵
衛
を
登
用
し
実
務
を
担
当
さ
せ
ま
し
た
。

井
沢
は
見
沼
溜
井
の
干
拓
を
計
画
し
、
見
沼
を
水

源
と
し
て
い
た
下
流
の
村
々
の
水
不
足
の
代
替
措

置
と
し
て
、
見
沼
代
用
水
を
開
削
し
ま
し
た
。
工

事
は
享
保
12
年
（
１
７
２
７
）
に
開
始
さ
れ
、
翌

年
春
に
は
延
長
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
が
完
成

し
ま
し
た
。
忍
藩
領
内
で
行
わ
れ
た
工
事
は
、
下

中
条
村
に
利
根
川
か
ら
の
取
水
口
を
設
置
し
、
開

削
し
た
水
路
を
小
見
村
で
星
川
と
合
流
さ
せ
る
工

事
と
、
途
中
交
差
す
る
既
存
の
用
水
と
交
差
さ
せ

る
工
事
で
す
。
幕
府
の
新
田
開
発
に
伴
う
工
事
で

す
か
ら
、
水
路
開
削
も
幕
府
直
轄
事
業
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
田
開
発
の
一
環
と
し
て
長
野
・
若
小

玉
・
小
針
・
埼
玉
村
の
村
境
に
あ
っ
た
埼
玉
沼

（
小
針
沼
）
の
干
拓
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
沼
は

縦
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
横
１
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

余
り
の
悪
水
溜
井
で
し
た
が
、
享
保
13
年
に
井
沢

弥
惣
兵
衛
の
命
令
に
よ
り
周
辺
の
村
々
が
干
拓
し

ま
し
た
。
し
か
し
遊
水
地
と
し
て
の
機
能
が
あ
っ

た
た
め
下
流
の
村
々
の
氾
濫
が
ひ
ど
く
な
り
、
宝

暦
３
年
（
１
７
５
３
）、
新
田
の
中
央
に
堤
防
を
築

き
東
側
を
耕
地
と
し
、
西
側
は
元
の
沼
に
戻
し
ま

し
た
。
東
側
は
古
代
蓮
の
里
や
焼
却
場
が
あ
る
と

こ
ろ
、
西
側
は
現
在
埼
玉
県
行
田
浄
水
場
が
あ
る

場
所
で
す
。

写
真
の
絵
図
は
埼
玉
村
と
赤
城
村
（
現
鴻
巣
市
）

と
の
間
で
起
こ
っ
た
村
境
の
湿
地
利
用
に
関
す
る

訴
訟
の
判
決
を
記
し
た
も
の
で
す
。
作
成
さ
れ
た

の
が
享
保
７
年
で
す
か
ら
干
拓
前
の
沼
周
辺
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
忍

川
は
埼
玉
沼
に
流
れ
込
み
、
下
流
の
湿
地
か
ら
星

川
に
排
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
忍
川
の
流
路

が
整
備
さ
れ
る
の
は
同
13
年
の
新
田
開
発
以
後
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
沼
の
南
側
に

堤
防
を
築
き
耕
地
と
し
て
い
ま
す
が
、
堤
防
建
設

以
前
は
湿
地
が
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
耕

地
の
な
か
に
小
崎
沼
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
開
発
前

の
か
つ
て
の

「
さ
き
た
ま
の

津
」
を
想
像

さ
せ
る
内
容

と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の

絵
図
は
現
在
、

郷
土
博
物
館

で
展
示
し
て

い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。

（
郷
土
博
物
館

鈴
木
紀
三
雄
）

埼玉沼裁許図

ズッキーニはきゅうりに似ていますが、かぼちゃの仲間です。油を使っ
て料理するとカロテンの吸収率がアップし、体の免疫力を強くする働きが
あります。
焼いても煮ても蒸しても揚げてもおいしく、加熱によって大変やわらか

くなるので、小さなお子さんから高齢の方まで食べやすい万能野菜です。
切り口が新しく、皮につやのあるものを選ぶのがポイントです。


